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ME1207の 臨床的検討

武 田 元

長岡赤十字病院内科*

エステル型経 ロセフェム剤であるME1207を 急性扁桃炎2例,肺 炎5例(う ちマイコプラズ

マ肺炎2例),び まん性汎細気管支炎1例,急 性腎孟腎炎3例,胆 管炎1例 の計12例 に使用 し,

その臨床効果,細 菌学的効果,副 作用,使 用前後の臨床検査値の変動について検討 した。臨床

効果はマ イコプラズマ肺炎の2例 とびまん性汎細気管支炎の1例 は無効,急 性 腎孟腎炎の1例

はやや有効 であったが,残 りの8例 は著効 ない し有効であった。細菌学的効果は,起 炎菌 と思

われる細菌を分離 した5例 中4例 に除菌できた。副作用は全例 にみられず,臨 床検査値の異常

として,好 酸球増 多1例,GPT上 昇1例 がみられた。

Keywords:ME1207,呼 吸 器感染症,尿 路感染症,胆 道感染症

新しく明治製菓株式会社薬品総合研究所で合成 され

たエステル型経 ロセフェム剤 であ るME1207を 臨 床

的に使用する機会を得 たので,そ の成績を報告する。

対象は平成元年8月 より10月 までの3カ 月間に長

岡赤十字病院 を受診 した患者で試験参加 に同意の得 ら

れた12人 であった。疾患の内訳は急性扁桃炎2例,肺

炎5例(う ちマイコプラズマ肺炎2例),び まん性汎細

気管支炎1例,急 性腎孟。腎炎3例,胆 管炎1例 で,20

才か ら67才 までの男性4例,17才 か ら74才 までの女

性8例 であった。 これ らの症例 にME12071日300

mgま たは600mgを1日3回 に分 け3～13日 間 投与

した。総投与量は1.5～6.09で,そ の臨床効果,細 菌

学的効果,副 作用,使 用前後の臨床検査値の変動につ

いて検討した。

効果の判定は,起 炎菌の明らかな症例では,細 菌の

消失の有無をみた細薗学的効果 と自他覚所見の改善度

をみた臨床効果の2面 から実施 し,起 炎菌不明の症例

では自他覚所見の改善度のみで行 った。臨床効果につ

いては,下 記の如 く,著 効,有 効,や や有効,無 効の

4段 階に分けて判定 した。

著効:3日 以内に解熱 し,自 覚症状が著明に改善 し,

CRP,白 血球数 赤沈などの臨床検査値の改善 した も

の。

有効:自 覚症状や臨床検査値が7日 以内に改善 し,

起炎菌の明らかな症例では,そ れが消失 したもの。

やや有効:14日 以 内に 自覚症状や臨床検査値 の改

善がみられても,消 失ないし正常化せず,起 炎菌の消

失がみ られないもの。

無効:14日 以 上たって も自覚症状や臨床検査値。が

全 く改善せず,起 炎菌の消失がみ られない もの。

副作用については,ME1207の 投 与中にアレルギー

反応,消 化器症状などの有無 を確認 し,治 療開始前よ

り治療終了後 まで定期的に検尿,検 血,生 化学検査 な

どを行い,ME1207に よると思われる異常値の発見に

努めた。

各症例についての概要はTable1に 示 した。急性扁

桃炎の2例 では,臨 床効果は著効 と有効 であったが,

起 炎菌は不明であった。細菌性肺炎 と考えられ る3例

では,著 効1例,有 効2例 で,喀 痕培養にてStreptococ-

cus pneumoniaeとKlebsiella pneumoniaeを 分 離 し

た1例 は除菌できたが,他 の2例 の喀疲培養 は正常細

菌叢であ り,細 菌学的効果は不明であった。マ イコプ

ラズマ肺炎の2例 はいずれ も臨床効果は無効であった。

喀疲よ りPasudomonas aeruginosaを 分 離 したびまん

性汎細気管支炎の1例 では,除 菌できず,臨 床効果 も

無効 であ っ た。急 性 腎 孟 腎 炎の3例 で は,1例 に

Proteus mirabilid,2例 にEscherichia coliを 分 離 した

が,い ずれも除菌でき,臨 床効果は1例 で著効,1例 で

有効であった。しか し,他 の1例 はME1207投 与 中に

再発熱を認め,CRPも 陰性化せず,や や有効 とした。

胆管炎の1例 は起炎菌は不明であったが,4日 後に平

熱 とな り,8日 後にはCRPも 陰 性化 し,臨 床効果は有

効 とした。

副作用は全例 にみられなかった。Table2の 如 く,臨
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Table 1. Clinical results of ME1207 treatment

Table 2. Clinical laboratory findings
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床検査値の異常として,好 酸球増 多が1例,GPT上 昇

が1例 にみ られた。好酸球増 多例は基礎疾患に気管支

喘息があったが,本 剤投与中喘息発作はな く,本 剤に

よるものと推定された。GPTの 上昇は軽度であった。

ME 1206はmethicillin-resistant Staphylococcus

aureusやEnterococcus以 外 の グラム陽性 菌,P.aer-

uginosa,Acinetobacterな どを除 く多 くのグラム陰性

菌に優れた抗菌力を有 し1～3),その臨床効果が期待 され

たが,マ イコプラズマ肺炎,喀 痰よ りP.aeruginosaが

分離されたびまん性汎細気管支炎を除けば,予 想通 り

の成績を得 ることができた。 しか も、副作用は全 くみ

られず,臨 床検査値の変動 も極 く軽度であった。
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CLINICAL STUDY ON ME 1207
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ME1207 (pivaloyloxymethyl ester of ME1206)is a new oral cephalosporin with broad and potent

antibacterial activity against Gram-positive and negative organisms. ME1207 was given orally to 2

patients with acute tonsillitis, 3with bacterial pneumonia, 2with mycoplasmal pneumonia, 1with

diffuse panbronchiolitis, 3 with acute pyelonephritis and 1 with acute cholangitis, for 3-13 days in

a daily dose of 300•`600mg. In 8 patients the response was good, in 1 patient with acute pyelonephritis

it was fair, and in 1 patient with diffuse panbronchiolitis and 2 with mycoplasmal pneumonia it was

poor. No adverse reactions were recognized. As to abnormal laboratory findings, eosinophilia and

elevated GPT were observed in 1 patient each, but all these abnormalities were slight.


